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　藩蕾は桑科欄物の細111・1学的研究に従辮し，桑厚璃（・物一　　　おいてはこれを食することを認めた。

rt｛s）を主体として，これと近縁関係にある緒属　（b’ro－一　　　　柘噛Vanie／ia　triCt｛spidata　Hσ　（＝Cztdrttnia　trilob‘i

tSSSOnetia）の研究もその…都として行い，その結果を第　　　HANσ功は本学部に栽植してあるもので，炭那及び満州

1～、｛報において報告した副輸文においては’との後，　地方の原職称さ2L：lelE木ecして節伽酬1が踊。撫瀟

染色体数を観察し煩議の桑科1糊について報告す　1・」形で小さも鮒には謝㈱激く烈繊鰍々淺くヨ

る。したがって粟属及び緒属における木報告は補遣の意　　　弦珪し，葉の両了脳よともに51粥撫堀で凌，るn花は単生で雌

昧が含まれている・　　　　　　　　　　雄ともセこ蜘糀肋こ酉例し，1聯f殿株である。
これ等の研究は　繍劉己鱗噺欄勿の｛1械醐的と　　この1直ノ1勿の葉は従燃児の鮮トとして｛蹴しており，

して行ったものである・　　　　　　　　珊…剃讐の代用飼料として眺Lなるものである。本植物

・　　　　　　　　　　　　　　の染磁体蜘燃遠（19恥によつて，その糊鞍珊糊包に
　　　　　　　　研究材料並に方演　　　　　　　　　　　おいて28であゐことな報告され鳳この染色体数の決定は

桑の磯材料で泌繰・，2易は翻締糊締所　Ipl’梱鞭麟と蹴粛ζいる・
村厳鰍り騨綬脈もので、脇こ榔の轟鰍　　以上の癬糊勿蜥糊糀して，その根端をN・v・一
糊縣蝋鵬・おいて，i訂欄棚優良，晦とし嫡　shin液にてll腱し，　pa・・ffl醐片（12～・5・）をっく

成選1士圏したもので，その醐1お　　　　　　りHeid・・h・i・1・1・…al・m　h・111at（）xy］i・灘て染色

　　　新桑1暑……野田早生×大倉　　　　　し蜘績㈹た・しかし柘の㈱膨こおける染色体数の算定

　　　新桑2号・一溝水早生×八石牲　　　　 1ま甚だ困難であったため軌をCla・1・。y液で關窯し

端の入鞍配の結果出靴ものと轍されている。　Mgen灘よ蝶「色体数を決魁た・亦一九花蠣

撫葡県灘縄賜別府分場より寄燃れたもの　生したくわく翻i，鮒鱒凝の花粉慨田丹包をC・rn・y

で，黒構，齢，籍，赤1辮である．。の他隔賜　灘て離し・なつつつけA・e・・一・（ll・…i・・法織蝶色

義峨より採集し燭生楮を階材料とした。　　　体を観察した・

くわくさF・t・・幻＠・nica　BLu｝…（－U・ti・a　，i・P・一　　　　　観寮結果

nica　THUNB・nOn．　L．；U．　villosa　THUNIs；F．　viltosa

轍課灘欝轍灘羅灘lll：1難雛欝襲
に購花序敏し移数の小花をヨ賛鮎聯同撫あ　∵よおこれ箏縣1・賜の醐で鋤蜘鴨大倉・
る．種孔亦痩小であるが桑の齢。似ている。　　渤早生・八砕生等嚇本濃林省小裕難1より分

この植物の勲5騒聯給与した処，購の状蘇　与し磁き・そオし等嚥謝轍を藤し鳩ともセ識

＿．．．．＿．＿＿一．＿＿
@　　＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿　　　　鵠28を数えたので明に2倍性である。

　　管本報告の大要は昭和28年4月，日木養糸学会及び　　　　このように2倍交維より3倍体の個体が発生し，しか

　　　昭和29，30年U月，日木讃糸学会中都支部におい　　　もそれが実用融極として遙・出され普及しっっあ為ことは

　　　て発表したものである。　　　　　　　　　　　　　自然生3倍体桑樹の発生，選出，普及の経過を階示する

　SC剛欝州大学維学部　栽桑学研’究窒　　　　　　　　　　　ように思われて興昧が深い。
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Brous、。n、tiaの烈敬び漸の染色騰翻覇細1位　し畑細礫駆111繍・）撫聯1・i／｝（lt・mtss°netict’）　e’・：：

においてともに2n踏39を数え，明らかに3倍liLLI三である　　　おけ）：）　r本報伽よその；｝」職、｝：オ～：る。

（第3，4図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　／〕”b〃’sの撫き1，賜’の瓶躰　：」i’〈なll：偏棚包‘・二・II；い』く：

㈱黒構は牌雄花穂を融したので，榔｝鵬離1の　2・調12で荊・・1撫1い1訓縦』ぐ：Ll）　：：：）　r，

第・分裂輔齢け繰鱗接鰍態醐察した糊・tex　繍・榔品　殺の3僻凱嬬「凝雅‘嚇・1川1醐・

概して31疎色体が多い（第環ミ，第5図）・　　　の”鰍賑力三潔い・

第俵黒構・花獺胞・・脳獺裂輔の！1体雛1鷺贈fl瑠灘ll詮1劇糠
　　　　　染色体接合状態　　　　　　繍酬臨　の花粉1、」，｝　、1脚錨1分鯛i，IVjに，剛1糎色fl・

額「．避型遡｛墜」＿湘腱勢1．＿　　i船雌脚瓢い酬解・鮒こ肺い・

13皿

12皿十1皿十11

1111t十2正十21

10皿十3筑十31

9皿十4r十41

8皿十5葺十51

7皿十61【十（i工

6皿→－7］〔十71

　　計

　　　2　　　L6　　　高fl～琴，赤u？z，〈rび鵬県嫌…1⊥1職の野翻・・礁i糊・1「鴎・払

　　　5　　　1　　　4，0　　　　　　　ける鍛臨イ4数セ1［潟n副21iてナ2倍lilliで幽≧1調・

　　　10　　1　　8・0　　　　　：3；1轍脇¢）くわくさの花粉蹟1国胞に測1郊1漁体数

　　　2g　　i　　23・2　　　　は11副3で，体細胞樹蹴～負ま掘琳撫よ・・NtM、，・h∴Jlうi，：：

　　　llill：l　　l繍織雛濃，繍∵轡謬：：轡’1：剛1

　　　17　1　13・6　　4）鰍，，iCt　a，胞，花粉，・櫛1胞嵩、i・剛f，　1’螂撫確

　　　3　　1　　2’4　　　　遠（11）2fi）に1＝り報告謬れたよ1）に1、　2蹄確認すh；，鳳

．．一歎⊥脚．．　芝が融，亦隔，丹副；解獅t・・脚，、・・灘遡

劇髄・赤榊染色体数1淵即1翻雛おいて2膣26　を撫た謝，の1樋俺1沐撫慨すオ・1潟欄醜鷺

と凝麟の醐かに2倍性である（第G，7図）・　　体細轍の1≧倍に獅が，備［1脚職酬靭！、獺1闘な

なお妙義山麓より採集し慨坐楮の染色体数1椛粉母　る。

細胞で・－13を示し課蠣田耳趣蘭い鴛予期したよ5　斜薯離するに郵噸欄1謝糠る棚3臓闘ρ燃呂敵

に2R鐸26を数えられたから明かに2倍体（第8，9図）　　学教授画山市蕊博士並1こ常に㌧！婦くの彿緩助な皐評．r沸lL

で，成熟分裂は規則正しく行われている。　　　　　　　　　　御佼閲の％をとられた齋学都教擬田「：F’，｝1；一、四懸正こに対t，，，

Fat・uaのくわくさの染色体数はle粉周細抱において　深1駄る謝意を表するとともに，，繍拗力された押庶健

はn富13を示し（第10図），成熟分裂は規則正しく行わ　　　吾氏に漢謝する。

れている。棚細胞における染色体数は予期したように　　なお顛なる研究欄を御制弊≧き綿漸翔趨纒1撚

2n　。＝　26を数えた（第11図）。したがつてくわくさの染色　　　締所村上支所，高知眼擬業試験場”程府分嶋及び嚢i林省4、

体基本数を13とすれば，桑属の染色体ll14－71£数・踏14に比　硲桑隙こ対し，駅衛伸上げ篭、汐翻・軸≧1。，

すれば1個少なく，楮属の染色体基本数と同じである。　　　　本研究の＿部は文都省料学研究L！ヵ戚補助；轄こよく）て行

Vanieriaの柘の染色体数は篠遠（1929）の報告のよ　ったものである。

うに叢がっており，その数の沸定は困灘　であったが花粉

魏獣’縣錨藩灘欝窪驚　　鍔文献
．，，ro6と決康した（第13図）。なお成熟分裂は規則正しく　　　1・　高知県農試別府分場：楮蹴械試験成季1｛1；L　（．鱒52）

行われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・　小泉　源一隔：蚕i試陽撃1乏借，　3（1｝，（1917｝

　柘の染色体基本数を28とすれば桑属の染色体基本数の　　　3．牧野窟太郎：日本補物潔i鑑，（1田〔り

2倍に当るが，体細胞の染色体の形態は桑属と趣を異に　4・新潟県桑樹縄娚・新桑1号の特llL’ll・ヅリソト

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・　一一一tt　l漸桑2号の1時性，プリソト

　　　　　　　　　摘　要　　1：婆鷺諜繍騰：1滞：駒
　著者は二，三の桑科植物の染色体数を次のように決定　　　8・SINTO・Y・：Cytologia，1，1〔｝9（1929）
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関：桑求斗（M◎rat6ae）植物め細胞牽的研・究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴ

9，関　　博夫：遺伝学雑誌，25，ユ23（1950）　　　　　　4）He　has　ascertained　that　the　chromosome　number

lo．．．．．＿＿＿＿．：凹　蚕　誌，20，27（1951）　　　　　　Qf　PMC　of　Vanieria　tPticus／）i‘iatct　Hσi＄28　as　r6ported

11・・．・一…．．．一一・一・．・・同　袖21，2！1・1（1952）　　　by　Dr．　Shi…t・（1929）・・nd・ll・。　th・t　it・s…ati・

12・・．一．・一一・．一．一．．・・．「「・・．．．一．．．．・：同　　　諮，21，229（1952）　　　　　　chromosc⊃me　number　is　2n隅56　as　expected　by　the

13・”一一．．．．．tt．．…一…：僑大繊報，2，13（1952）　　　　　　　writer，　If　the　basic　chromosome　number　ofγ纏爾α

14－．一．・．．．・．・．．．一．．一・一一・3同　誌・tl・，　5（i．J，54）　　　　 is　28，　it　is　twiGe　that　of　Jrorus．　But　their　karyotypes

15．　　　　一．一．＿．＿一＿　：　日蚕呼：湖～，　言ll筆｛蟹割蓬，8，　20　（1954）　　　　　　　are　differelユt．

16－一．．．．一…．一・「．・：同　　　誌，10，：1．5CL955）　　　　　　　　（LaboratQry　of．Mulbery－・Tree　Clrowing，　Faculty　of

：17。TAIIAIIA，　M－Bot。　Mag．，24，281（1｝，10）　　　　　Textile　alユq　l’ericulture，　Sllinshu　University，）

18・剛1義磨：蚕学，（194｝り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　版　説　明

］．9．WRAY　M，＆BOWDIilN．：Ame：，　Jour，　Bot，，

　　　32（2，4），（：1．g45）　　　　　　　　　　　　　　　　　　第エ図，　i燐薪亀ユ号の根端細胞をこおける染色体，2n謡42，

20．遠藤保太郎・樋口珊1恥淋桑樹栽培論，御1の　　約11・8Ci3倍・

　　　　　　　　　　　　　　　　s職＿，　　　　第2図・糠蜴の欄細脈紺る絶体，2n　：：一：一　dL）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸勺1，863f許．

The　w「ite「h・・decid・d　tl．・e　chr・m・・・・・…mb・・s　第3図，1」［、辮の卿　，｝　｝ll胞にオ謂・翻、甑体，2。・・1，ll．｝，

・f　sever・1　species・f・fi「・rtt・ctte　pl・nt3・s　f・．11・ws・　　　約／，8‘礁．

The・e・「e　s・PPIements　t・hi・p・evi。u・・e【…ts・・　第姻，：一剛の榔　1　1111」熊・｝6ける染・鱗，2。，．，39，

the　chroTnOSome　nunibers　c：，f．滅｝rt・es　and　1ノγo～‘ssonetia。　　　　約：童．，8㈱倍，

1）Th・chr…。s・・ne・ulnber。f　i　hi・s・．・N。・1・・d　第5図，，、・J、｝，構の花粉肺1胞に・岡・る鞭．蝕体，第1分釧・

N。・21」fones，　is　2n　＝　4t2・They　are・f　tごipl・id　rac㈱・　　期榔1．笛葺、い・富8・r卜5rト51，約／，863倍

Furthetrnore・it　is　of　great　interestセhat　these　triploid　　　　釧誓6図，高1ずt撃の根躍占酢剛砲におけゐ解皇魚体，2n課2‘1，

races　are　obtained　by　cross｛ng　diplc，｛d　and　diPloid　　　　　　糸勺1，8｛13僧？，

　（2x×2x）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7図，赤楮の根y’M細胞にお｝ナる染〔血体，2n渦2〔i，

2）　The　chromosome　nurnber　of　Kurok紅ji　and　Taori，　　　　約1，，863倍．

b’r°ttss°netia・is　2・富31L　Th・y　a「e。f　t「ipl・id・　　第8図，妙鯉1鰯独楮の花粉・購lll胞にオdiけ謙色体，

Fu「the「m・「e・t「i・・lent・h「・m・s・m・・a「e　9・…ally　第1頒申期極爾観，・－13，、，約・，8｛粥倍，

m・・yi…mb・・i・the°。・fig・・ati。・。f・h・・m。・・m・　第9図，妙義雌幽生楮のl／l欄細胞に｝・ける染色体，

in　the　first　division　metaphase　of　the　Kurokaji　PMC・　　　2n諏26，約1，863倍。

The　chroluosome　number　of　Takakaji・Akaso　and　the　　第10図，くわくさの花粉濁1細胞における染・色体，第1分

wild　P・pe「皿・lbe「「y一t「ees（・B・K・・inoki　S．Tr］・）9・。wi・g　釧棚極醐，・司．3、，約1，368倍．

・tthe　f。・t・f　lut・Miy°gi，　Gunma　p「efe・t・「e，　i・　第11図，くわくさの根柵　”勉に財る染色体，2。・・2G，

2・＝・26・They　a「e・f　dipl・id・　　　　　　　約1，863倍．

3）The　ch「°m°s°me　numbe「Qf　PMC・f　F・t°・・ea　鱒2図，柘の花鯛細包にお1づ一る絶体，蜘分裂㈱l

」’・p°nic・Biv・・E　is　n　”13・・d　it…m・tic　ch「・m・・…e　欄観，・－26，約ユ，3011．倍．

n”mber　is　2n＝＝26　as　expected・　　　　　　第・3図，柘の封・洗に｝Sける染齢（F・・IS’・・法による），

If　th・b・・ic　ch・・m・・Qm・…mb…f　F・t・・ta　i・13・　2・－5（S，約1，863倍．

童t　is　one　Iess　than　 Iユ＝1《』　of　／lloプtes。



・む　　　　　　　イ酬伏鞠購蔀初1・究報告動劔
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　Note；Vitamine　free，十T　and十B　Plots　are
　　　　　omitted．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　05：LO　204，010｛，20く，
る。この場合にもエ…it・1，　Py・id・xi。・噸複添加こよ

・蛸髄繍・み…なかつた（第・表の変最分析表　　C°ncent「ati°暁｝號驕（：h・d「°chl°「ide・

参照）・　　　　　　　　　　　　Fig．　l　Eff・ct。f・。ncent，ati。。。f　thi、。li。，。n　the

実尉V…m…添加量と蜻との関係　　1贈盤灘燃；1鑑。盤獄

か難灘灘瀧蠕欝貌藩撫欝灘隷；残
加蟄と生育促進効果との関係を明らかにしようとした。　　　　　（HART．）BEI｛L．

なおF・lateritiumについてはThiamine添加最と生

韻制翻の関罐みた議本培灘の繊職蜘と　この糊縞D．N・・ntctt・破びR．。c、atri．x　1。対す

同様である・Vit・皿i・・添櫨の段【撫，基本培養液　るThi・］・・i・・添鰻職躰培辮楚工000m1当り5tt9で

エ゜°°m1当りThi・m三・・（塩酸塩）は・・5・10・2・・4・　粉であることを示している．そオ似上添鰻舷して

及び10°〃9（Fエについては更に2°°・9区蝦けた）・　も，D．　N・mt｛raiで囎し咬化臆らオ、ないが，，R，。

Bi°tinはo・o・1・o・5・1・o・5・oμ9とした・な・｝・R・　・…〃屠こ対しては反つて阻舗勺には妨くかのよ5で

necatrixの場合には，　Thi・1・i・・添力瞳をみるとき｝こは　ある。



1魏・桜井・細・糊寿菌麹1剛編鰍び鰍羽離の生、駐Vit・…i・・の関係　　　　ii

　また，F．1α♂θ7耽㈱に対づ隅るThiamine磁育抑制作　　　凌⊃ったというから，これは　ll　usat’iUm菌の一・－4般El勺な性

用はすでに5／tg／1000rnlで現われるが，それ以上添加　　　質のよ5に患われる。しかし，研究圭藏1保存64号菌の

二疑なまして200！黛／IC［Oonilにしても抑制作用にll賜台ん　　　1．　saltant（F（i4－1）が田hiamine－defficientでともつたの

ど変イヒカミみらオしない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝よ”退昧洛摯いことbe凄・る・・

　（Z）Biotin添加量と生育との関係　　　　　　　　　 Vitamineについてself・・sufficientの繭にVitamine

　この実験はBiotinの不可欠なR．紹ゆα酬轟だけにつ　　　を添加すると，反つて生育が阻警されることについては

いて行った。3圓実験の蕊1乙均値をFi膳．2に示す。　　　　　ELHcOT7（2）の報l！lカミあり，特にThiamine　eDfr口制作用に

ioo

120

萄
邑

日100
，E

思

旨

ぢ　80

愚

程：もo

昌

4σ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついてはLlr．r，y及びB蝋N照・㈹，　WIR・田及びNORD㈹，
　　　Pt

　　　l＼＼　　　　　 S・II・一及v　c，，一・U・‘t：）・M・・r・・m・・　BARNJtlFvrr及び

　　　1　　　　　、械、、　　　　　　　　　　　　　LII漏Y㈹　などが明1うかにしている。鎮i響等が供試した

　　1　　　＼＼　　F・．・sari’te”；　lateritittmの2培櫛・・ついて・』Th・am…

　　l　　　　t“、　　の蛸鵬㈱がみらオ・ゾ・．・の1購欄・・すでにTh・一

　　’　　　　　　　　　　　　　　　　aTnille（塩酸嬢）5触：1000m1で現れるが，それ以上
　　’
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thiarnine添加1疑を1窪して　200μ8！100〔｝m1にしても殆

　　’　　　　　　　　ん殿化がみら漁かった．ソよ，おL肌吸びB欄，，，・：1）

　1　　　　　　　　　e、、、．LればR伽伽，、、伽、鶴けるThi、mi。，のll脳

1　　　　　　　　個捌。。，it。1勧1泌。とはヴd職られるという
1　　　　　　　　淋実験嚇囲内び’・’・勲〃鷹ついてはそういう

1　　　　　　　　：轍よみら漁か醗。
1　　　　　　　　ρ・伽編の蛸隙kT1漁・i・eの囎が螺であ
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることがわかった。その添加黛と生育との関係は，培養i

l　　　　　　　　液工。・。、。1勤・・、カ、ら・…、醐で購んど変りが
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない、，5μ創10｛｝0耐より少く添力1した場合にどうなるか

1　　　　　　　　鷹の鰍の襯から幽・明鶏る．姻…i・・1及び
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pyridoxine添加は特EJijの効銀を添さなかつた。

2・1　　　　　　　　R，　・ec・・…の蜻・V・t・m・n・の1購・つ…は，

1　　　　　　　筆辮の繊発表㈹と同鱒度辺㈹の報告があ・・そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れによればBiotin，　Thymine及びBnはそれぞれ単独

Ol。　。，1「町「訴　　で縮の欄の縮に髄辮瓶つ醗醐明につい
　　C。。，e。t，a・i。。。f・bi。ti。（。9／、。。。ml）　　て欄欠の因子で紬かど5か棚であるとv’う・㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同報告・にあるThymineはThia諏neの誤植ではないか

　　F量9・2Effeet　of　eoncentration　of　biotin　on　the　　　と思い同氏に問合・せたところ，これはThiamineとは無

　　　　9「。wth°f　R°sellimia　necat’ix　（HA…）B・IRL・　蘇の膿で踊ことがわかつた．氏の通1言によれば

　この結果によれば，R・necatrixに対するBi。tinの　　Thiamineもこの薗に対して生育促進効果をもっことが

最適添加最はo．ZPtg／loeOmUgtr後にあるものxようで　　　追試されたらい・。安部及び河野（1）は茶樹から分離した

友，り，それ以上の添加は反つて生育を阻需することを示　　　R・necatrix　3培養系についてその生育とVitamineの

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係を試験し，ThiamineとBiotinは菌糸の生長を促

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す電要な要素であるが，電複添加による特別な効果は認

　　　　　　　総　　ts　　　　　められなかったと輸して・・る。

　以上の実験結果から，F・laterit・itsnzはその生育に外　　　　しかし上述のように，筆看等の桑から分離したR・ne一

部からのVitamineの供給を必要としないことがわかつ　　　catri．xの2培養系は何れもThiamine又はBiotinの

た。LTunY及びBムRNI喋TT㈹によれば，同氏等が試験し　　単独添加では生育せず，この両Vitamineを霞複添加し

たFt｛sariumの殆んどのspeciesはself－sufficientで　　たときにはじめて生育がおこる。すなわちこれらの培養
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l酵（1）の糊．艶とe・」；Tらがつているが，これは供試1獅1の榔，k　　The　eff・ct・f・it・mi1’1・（thi・min・，　bi・tin，　in。・it。i

によるも4）であろうヵ、ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　pyrid‘）Mle）‘｝n　the　krrc．｝wth　of　Eusari，tein　tatctium

なおThiamine及びBi。ti・添加il：と蝋・との関偬；1；，　（NI帆）Sm・CR　eヒ｝1・N・・・…伽〃〃’・　Nomttr・’HAM

木実験のll鞭1内で，　Thi・・mi・e（柵麟1｛）・eは晦／：1｛loo　・mdκ・s・ilti・i・　neca〃i・・　（HA…）正Sl・・lln．　h副．，een　st・．－

ml，　Bi・ti・でをよ0．1μ9／：1。0〔〕ln1で柚』酵fが」；〈，そ　di・d・Th・・…n・t・it・ti・n・f・t・nda・d　m・cliurn　u・ad・wti・

れ以上の添加は反つて生、貯を1　．1．1．．i．言するかa）ようである、，　as　f・li・w・・91・・。・・1。9・・SP・t’tigine　2sT，．K曝’｛．）、、　Zg，

Biotinではこの傾尚がぼ・つぎりしている（，添加ゴ童1：を班に　　　　MgSO，s・7HL，0　0，5g，　IFe（11s・GH”0　0．〔｝0、1、st，　ZnSO、t

少くした場倫の効果1よ・今後の檎討にまたオユばなら蹴い。　　　・7｝ll≧O　〔｝・OOI，g，　M照0、茸、・4H20　0・00：1．μancl　a　li，tre‘，f

In・・it・1・Py・ld・・ineの貢複添力i．1はこの場・‘r・も　・糊の効　distill・［1　water．　［1｝he　f。11。w囎res・1ts　weピ・・｝・tained

果を派さf：9かr）たt、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fr‘．）m　the　studies．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・凸．eSttritsin　lateritits｝n（N］・・：　lu’のSNYD1・11〈et　l．IANNEN

　　　　　　　　　　　　　　引用文献　　　　　was　generally　sel正・sufficieut　with　respect　to　viヒamins，

1：1：：：灘彫饗慰繋鷺1∵驚1驚鰐1翻鰍il

　　　　　　　　　　　　20…㈹　　　　器盤s‘しme　fUnguS　was　p「°ved　t°be　‘hi：smi　・

（8）L隅V・（‘’・＆H・ P碍AI“NJ．’：TT：Physi・1°・・y　，．伽励，伽〃。，。＿。、，、、、、m，。，．d，，f、．

　　　　　　　　　　　　of　the　fungi　（．1951）

㈲M燗亡。，R．　S．，H．　L．　B。1＿＆V．　G，　L肌．3　Cient・The°ptimt1m　c°ncent「・ti・・。f　thiami・・（h＞r．－

　　　　　　　　　　　　Phy、。P、、h．，40，・・強（エ、・。）　　d「°ch1°「ide）f‘ユ「the・「°wth・f　the　m・ce！i・m　w・・

（5）松離’ Q鑑1）・櫃弗獺19，66（・繊パ1書1慧畑繍膿　：，㌦。＿・1，・an、i－一

（6）S，、＿、，W』．＆M．　G。，。、。uD　、　Z、it．　Vi．　ne　and　bi°ti””‘defficient　s°fa「asしhe　w「ite・9’　・t・a｛・・

　　　　　　　　　　　・。mi。f。rs。h．，16，・8・（・945）　　we「e　c°nce「ned・The⑪Pヒimum　c°ncent「ati・n・f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　thiamine（hydmchloride）in　the　medium　was　about
（7）渡辺丈吉郎：EI植病報，18，156（識演要旨）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5μ911000ml　or］ess（when　the　medium　contained
　　　　　　　　　　　　（1954）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Ser至culture，　Shinshu　Univ，）


